
聴き手に擬似的な共通体験をもたらす
仏教AIによる生成音声コンテンツ ブッダボットPodcast
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概要：近年，生成 AIを用いた自己内省支援やメンタルヘルスケアへの応用が注目されている．筆者らはこ
れまで，仏教の経典を専門知として組み込んだ AIチャットボットを用い，心理的苦の緩和や内省支援に関
する研究を行ってきた．一方で，これらの取組みを通じて，具体的な悩みを言語化すること自体の難しさ
や，AIとの対話を継続することの心理的・時間的負担が，利用の障壁となりうることが明らかになってき
た．本研究では，悩みを直接的に解決しようとするのではなく，「同じ悩みを抱える他者の存在を認知す
る」ことに着目し，AIによって生成された自身と共通点がある疑似的な物語を聴くことで，思考の変化や
内発的な行動を促す新たな内省支援手法として，仏教的専門知を備えたラジオ番組風の生成音声コンテン
ツ「ブッダボット Podcast」を提案する．

1. はじめに
メンタルヘルスやウェルビーイングへの関心の高まりと

ともに，AIを用いた自己内省支援の研究が進展している．
中でも，AIチャットボットは，時間や場所に制約されず利
用できる点や，対面相談に比べ心理的ハードルが低い点か
ら注目されている．一方で，チャットという性質上「自身
の悩みを具体的に言語化できること」を前提としており，
この前提自体が多くの利用者にとって大きな負担となる場
合がある．
筆者らはこれまで，熊谷らが開発した仏教の経典や

思想を専門知として組み込んだ仏教 AI チャットボッ
ト [1], [2], [3], [4] を用い，心理的苦の緩和や内省支援へ
の可能性を検討してきた．具体的には，複数の仏教対話AI

との同時対話がもたらす心理的影響の比較 [5]や，感性表
現語（オノマトペ）と仏教における煩悩等の専門用語を対
応付けることで，直感的な感情表現から専門知へアクセス
可能とする手法を提案してきた [6]．これらの研究により，
専門知を用いた内省支援の有効性が示唆される一方で，い
くつかの課題も明らかになっている．第一に，そもそも自
身の悩みを言語化することが容易ではなく，AIとの一対一
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の対話を通じて自身の悩みを深掘りしていくプロセスは，
時間的・心理的コストが高い．第二に，すでに強い苦痛を
抱えている場合には，AIチャットボットによる対応より
も，専門的知識を有するカウンセラーや医療機関による支
援が望ましく，AIによる直接的な介入はリスクが伴うも
のであった．
そこで本研究では，直接的な介入を避けつつ，悩みを具

体的に言語化することが難しい段階の人に対しても，心理
的支援を行う方法として，セルフ・コンパッションの構成
要素の一つである「共通の人間性（common humanity）」
に着目する．セルフ・コンパッションとは，自分自身を思
いやる思考や行動のことであり，自分へのやさしさ（self-

kindness），共通の人間性（common humanity），マインド
フルネス（mindfulness）という三つの要素から構成され
る [7], [8]．本研究で注目する「共通の人間性」は，自分だ
けが苦しんでいるのではなく，他の人も同じような苦しみ
や悩みを抱えていると実感することで，孤独感や自己否定
を和らげる効果があるとされている．心理的支援において
は，実際に悩みが解決できないとしても，自分は一人ではな
いと感じることで，心理的負担の軽減や感情の安定に寄与
すると考えられる．これは，自分自身の悩み自体を言語化
し，AI等と対話する支援法とは異なるアプローチである．
近年の ChatGPT[9]などに代表される生成 AIは，特定

の属性や状況をプロンプトで設定することで物語や人物
像を容易に創作できるようになってきた．こうした技術
を応用することで，自分と似たような境遇の他者の体験



図 1 提案手法の概要

を仮想的に再現し，疑似的に共通体験を提示することが
可能である．このような共通体験の仮想的な提示は，実際
に他者と出会うことなく，自分は一人ではないと感じら
れる機会をつくるうえで有効であると考えた．さらに，生
成 AIの特徴を用いて，文章をそのまま音声に変換する機
能にとどまらず，本やWeb記事の内容をポッドキャスト
形式に要約し，ユーザの関心や学習目標に合わせて個別に
最適化されたコンテンツを生成するサービスも登場して
いる [10], [11], [12], [13], [14]．また，オトナル・朝日新聞
社調べによる「PODCAST REPORT IN JAPAN ポッド
キャスト第 4回 国内利用実態調査」[15]では，ポッドキャ
ストユーザーの 87.1%が車の運転中や家事中など “ながら
聴き”をしていることが報告されており，音声コンテンツ
が日常生活における低負荷な情報獲得手段として定着しつ
つあることが示唆される．
こうした音声コンテンツのながら視聴性は，日常生活の

中で自然に共通体験を届ける手段として適している．そこ
で，本研究では，ユーザが積極的に言葉を入力したり対話し
たりすることなく，共通体験や気づきを得られる仕組みと
して，音声形式のコンテンツを生成し，聞き流しが可能な
形での掲示することを考えた．具体的には，仏教的専門知
を備えたラジオ番組風の生成音声コンテンツ「ブッダボッ
ト Podcast」を生成する音声コンテンツ生成システムを提
案する．本稿では，このシステムの設計方針と実装内容，
および実際に生成される音声出力の例について報告する．

2. 提案手法の概要
2.1 基本的な考え方
本研究では，心理的な苦や孤独感を抱えつつも，深刻な

段階には至っていない人，そして，その悩みを明確には言
語ができていない人を主な対象として考える．従来の AI

チャットボットを用いた内省支援は，ユーザ自身が悩みを
具体的に言語化し，対話を継続することを前提としてい
た．しかし，この前提は多くの利用者にとって心理的・時
間的コストが高く，利用の障壁となりうる．そこで本研究

では，悩みを解決することや具体的な助言を与えることで
はなく，セルフコンパッションの観点に基づき，自分と同
じような悩みや状況を抱える他者が存在することを認知さ
せることによる内省支援手法を提案する．この目的を達成
するために，生成 AIを用いて，ユーザと似た属性，似た
悩みを持った架空の人物による悩み相談とそれに対する応
答を物語として生成し，ユーザに提示する（図 1）．これに
より，ユーザは自身の悩みを直接言語化しなくとも，疑似
的に共通体験を持つ他者の存在を感じることができ，孤独
感の軽減や心理的負担の緩和につながる可能性があると考
えた．

2.2 生成AIによる「疑似的な共通体験」の生成
近年の生成 AIは，性別，年代，立場，場面などの属性情
報を条件として与えることで，特定の状況に置かれた人物
になりきった物語を生成することが可能である．本研究で
は，この特性を活用し，自分と似た属性・状況にある人物
が，どのような悩みを抱え，どのような言葉をかけられて
いるのかを提示する仕組みを構築する．従来であれば，実
在する他者とのマッチングや，既存の物語・体験談の検索
によって共通体験を見出す必要があったが，これにはマッ
チングや探索コストや心理的負担が伴う．生成 AIによっ
て架空の物語を即時に生成することで，こうしたコストを
低減しつつ，ユーザごとに文脈化された体験を提供できる
点に本手法の特徴がある．

2.3 音声出力を用いた内省支援
本研究では，生成された物語および応答を，対話型のテ

キストではなく，リフレクション形式で聴取可能な音声と
して掲示する．前述のとおり，音声コンテンツは視覚的な
操作を必要としないため，移動中や作業中でもながら視聴
が可能である．また，リフレクション形式を採用すること
で，ユーザ自身が即時に入力や応答を考える必要がなく，
対話型チャットボットのような双方向性による負担を避け
ることができる．内省を強く要求されることなく，情報を



受動的に得ることができるため，本研究が対象とするユー
ザ層に適していると考えられる．

2.4 仏教専門知を用いた応答生成
筆者らがこれまで開発してきた心の状態を表す感性表現

語と煩悩等を対応付けた対応表 [6]を用いることで，入力
された心の状態に対応する煩悩等を基に悩みに関する応答
やアドバイスを出力するように設定する．また，生成され
る応答には，仏教の経典を専門知として用いる．応答は説
教的・断定的にならないよう配慮しつつ，専門知に裏付け
られた視点を提供する．これにより，ユーザは特定の行動
を促されるのではなく，状況を俯瞰するための視点や安心
感を得ることができる．

2.5 提案システムの概要
以上の考え方に基づき，本研究では，「ブッダボット

Podcast」を生成する音声コンテンツ生成システムを提案
する．本システムでは，悩みを相談するリスナー役の人物
と，それに応答するラジオパーソナリティ役の仏教対話AI

（ブッダボット）による番組形式の音声コンテンツを生成
する．リスナー役の属性情報や番組の雰囲気を入力条件と
することで，ユーザにとって親和性の高い疑似的な共通体
験を提示する．

3. 実装内容
本章では，提案手法に基づいて実装した音声コンテンツ

生成システムの実装内容について述べる．本システムは，
生成AIによるテキスト生成と音声合成を組み合わせ，Web

ブラウザ上で動作するアプリケーションとして構築した．

3.1 プロンプト設計
本システムでは，生成 AIとして ChatGPTをベースに
構築を行った．プロンプトは大きく分けて，前提条件，全
体構成，詳細内容の三要素から構成される．まず前提条件
は，ラジオパーソナリティが話しかける口調や挨拶，ラジ
オとしてのイメージに関する指示であった．次に，ラジオ
番組全体の構成として，どんな順番でお便りを紹介し，悩
みに対して，どのような形式で回答するか，その順番や
ルールについての指示であった．詳細内容は，煩悩の説明
や経典の引用，解説，実践などをどのように示すか，個々
の内容についての詳細な指示である．

3.2 Web画面の構成例
本システムのWeb画面は，図 2に示した入力部分と生
成部分の二つで構成される．入力部分では，リスナー役の
属性情報および番組設定を入力する．具体的には，性別・
年代・立場・場面などの基本的な属性に加え，その時の心
の状態を表す感性表現語，ラジオパーソナリティのアドバ

イスの方向性を選択または自由記述で入力する．出力の設
定としては，音声の話者タイプや，番組の雰囲気を選択で
きるようにした．また，番組の形式として，ラジオ番組の
お便りコーナーと，電話によるお悩み相談を想定した二つ
を設定した．これらの設定は，ユーザが自身に近い文脈を
直感的に選択できるよう，専門用語を用いず日常的な表現
で提示した．また，具体的な悩み内容の入力は必須とせず，
「今の気分に近い場面」を選ぶだけでも生成が可能な設計と
した．生成部分では，スクリプト生成を選択することで，
2-3分程度の生成されたラジオ番組形式の音声コンテンツ
と生成されたスクリプトを出力することができる．音声生
成には，OpenAIの TTS[16]を利用した音声読み上げを用
い，mp3形式でダウンロードが可能である．ユーザは，再
生中にテキスト入力や選択操作を行う必要がなく，生成さ
れた音声を聞くだけで体験が完結する．この設計により，
「具体的な悩みが定まっていない状態」や「積極的に対話
する余力がない状態」でも利用可能な内省支援を実現して
いる．

4. 出力結果
本研究では，ユーザが選択した属性情報に基づいたお悩

みが番組へのお便りとして届き，それを仏教の専門知と結
びつけたアドバイスとして応答するという形式のスクリプ
トが自動生成される．図 2に示すスクリプトは入力として，
男性・20代・会社員・むかむか・日常に役立つ・ラジオ形
式・落ち着きのある男性の声・ユーモア系-「笑って学ぶ仏
教トーク」を設定している．これに基づき，「最近，会議
中に同僚の意見にめちゃくちゃムカムカしてしまって，イ
ライラを抑えるのが大変です．特に，何も考えずに喋る上
司に対して感じるこのストレス，どうにかしたいです！」
という悩みが提示され，それに対して，ラジオパーソナリ
ティであるブッダボットが仏教的観点から語りかける構成
となっている．冒頭では，番組の簡単な説明後，リスナー
からの相談文が読み上げられ，その後，「瞋（じん）」とい
う煩悩の概念に言及し，怒りの感情が生じる構造を仏教的
に解説している．中盤では仏教の経典の一つである『スッ
タニパータ』の一節を引用しつつ，柔和な言葉づかいや自
己の振る舞いの大切さを説いている．また，後半では実践
的な対処法を紹介し，怒りを感じた瞬間に自らの内面を客
観視するアプローチを提案している．これは，単に感情を
抑えるのではなく，自分の状態を見つめることで自然と距
離を取る仏教的実践に基づくものである．
このように，生成されたスクリプトは，相談内容に応じ

て仏典の知識と現代的な言い回しを交えながら，共通の人
間性や内省を促す構成となっている．専門知をベースとし
つつも，ラジオ形式で柔らかく伝えることで，言語化しづ
らい悩みにも自然に共感しやすいよう設計されている点が
特徴である．



図 2 ブッダボット Podcast のWeb 画面の出力例

5. まとめ
本研究では，具体的な悩みを言語化することが難しい段

階にある人や，深刻な相談を行う手前の段階にある人を対
象とし，自身と共通点がある擬似的な物語を聴くことで，
思考の変化や内発的な行動を促す内省支援手法として，仏



教的専門知を備えたラジオ番組風の生成音声コンテンツ
「ブッダボット Podcast」を提案した．本手法は，セルフコ
ンパッションにおける共通の人間性の観点に着目し，生成
AIによって架空のリスナーの悩みとそれに対する仏教対
話 AIの応答を物語として生成・音声提示することで，利
用者に疑似的な共通体験を提供する点に特徴がある．
従来の AIチャットボットでは，ユーザ自身が悩みを明
確に言語化し，能動的に対話を行う必要があったのに対し，
本研究で提案した手法は，音声による受動的な体験を中心
とすることで，利用時の心理的・操作的負担を低減するこ
とを目指している．また，仏教の経典を専門知として用い
ることで，個別の解決策を提示するのではなく，状況を俯
瞰する視点や安心感を提供できる可能性を示した．
一方で，本研究は提案手法および実装例の提示にとど

まっており，利用者の心理的変化や孤独感の軽減といった
効果についての定量的・定性的評価は行っていない．また，
生成される物語や音声の受け取り方には個人差が大きいと
考えられ，特定の利用者に対しては十分な共感を得られな
い可能性もある．さらに，本手法は医療行為やカウンセリ
ングを代替するものではなく，重度の悩みや苦痛を抱える
場合には専門家による支援が必要と考えられる．
今後の展望としては，実際の利用者を対象とした調査を

行い，音声型生成物語が孤独感や内省にどのような影響を
与えるかを検証することが挙げられる．また，リスナーの
属性設計や番組形式の多様化，仏教以外の専門知を用いた
応答生成への展開なども検討課題である．
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